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1. MiLCAデータコンバータとは 

異なるMiLCAのバージョンで作成されたケーススタディ・プロセスは、そのままではインポートできません。

これはプロセス等を管理する ID が異なるため、川上側・川下側の連鎖が切れてしまうなど、不具合が発

生するからです。そこで、最新版のMiLCAへ旧バージョンのMiLCAで作成したデータを移行させるための

ツールとして MiLCAデータコンバータを作成しました。本コンバータは MiLCA正規ユーザの方へは無償で

提供します1。 

 

2. 使い方 

＊あらかじめ旧バージョンの MiLCA より、データ移行したいプロセス、ケーススタディをエクスポートしておい

てください。プロセスは「ProcessList_日付.xml」、ケーススタディは「LCAProjectList_日付.xml」とい

うファイル名になります。 

 

1. ダウンロードした圧縮ファイルを解凍してください。 

2. 解凍フォルダ内にある「ExportFile1to2Converter.exe」を起動してください。 

 
 

3. 「Ref」からコンバートしたいファイルを選択し、「Start」をクリックします。 

 

 
 

4. 「Finished」と表示されたら終了です。 

5. 生成されたコンバート後のファイルを新バージョンの MiLCAでインポートしてください。 

 

                                         
1 本ツールの使用条件はMiLCAの使用許諾書に準じます。 
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3. 注意点 

MiLCA v.1 とMiLCA v.2では、初期搭載データベースもバージョンアップしており、同じではありません。

そのため、例えば旧バージョンで存在していたデータが、新バージョンでは異なる名称・分類のデータに統

合・分割されるなど、データによっては 1:1の関係で引き継がれていないものもあります。そのため、最も旧

データに近いと思われるデータに自動的に引き継がれるようにコンバータを作成していますが、念のため上

流側の連鎖を確認することを推奨します。 

 

 

 


